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電気 空調 衛生 その他 設備機器の耐震対策

○ ○ ○ －

　■設備機器の耐震対策
　　設備機器の耐震対策は地震時の破壊防止と地震後の機能確保を目的として行います。
　　施工者にて耐震計算を行い、確実に施工されているかを確認する必要があります。

　　１）設備機器耐震クラス(設計用標準震度Ks)の確認
・設備機器の地震後の重要性や設置される
　階数を考慮して耐震クラスを確認します。

　　２）アンカーボルトの引抜力(Rb)、せん断力(Q)の算出
・ボルト径を仮定した上で引抜力(Rb)と 　　　■指針図(矩形断面機器)

　せん断力(Q)を計算します。

　　３）アンカーボルト（種別、径、長さ）の選定 　■ボルト別の許容耐力表（表-3)

a)引抜力(Rb)が正の場合は許容引抜荷重(Ta)
　との関係がTa≧Rbである事を確認します。
　※(一社)日本内燃機力発電設備協会「自家用発電設備耐震設計ガイドライン」

　　アンカー別引抜荷重参照

b)表-3の縦軸Rb、横軸Qの交点から仮選定した
　アンカーサイズで問題ない事を確認します。
c)上記a)､b)共に満足できれば選定したアンカー
　ボルトで決定となります。満足できない場合は
　ボルト径や工法を変更して再計算を行います。

　　　（出典：一般財団法人日本建築センター　建築設備耐震設計・施工指針(2014年版））

　　　アンカーボルト選定に係わる計算は各設備機器のメーカーにも確認しましょう。(各種条件確認)
　　　又、施工写真は確実に撮り計算書と共に記録に残しましょう。
　　　

　　　 □計算条件と計算結果は合致していますか。（耐震クラス、地域係数、工法、径等）
　　　 □現場施工状況は問題はありませんか。（アンカーサイズ、埋込深さ、へりあき等）
　　　　

　　　・地震後に建物の機能に大きな影響を及ぼす可能性があります。
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